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自
治
協
議
会
の
仕
組
み
と
市
職
員
の
役
割

協
議
会
型
住
民
自
治
組
織
は
地
域
を
よ
く
し
た
か

　
―
福
岡
市
22
年
の
経
験
に
学
ぶ

サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
た
が
、
松
陵
東
地
区
に
は
地
区
社
協
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
町
内
会
と
相
談
し
な
が
ら
、
１
年
間
試

験
的
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
み
た
。
し
か
し
地
区
社
協
の
立
ち
上
げ

が
難
し
い
状
況
も
あ
り
、
サ
ロ
ン
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
松
陵
生
活
学
校
の
事
業
と
し
て
サ
ロ
ン
を

続
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

楽
ら
く
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り「
お
茶
を
飲
ん
で
帰
る
だ

け
の
場
に
は
し
た
く
な
い
思
い
が
あ
っ
た
」と
末
さ
ん
は
話
す
。「
来

た
時
よ
り
も
元
気
に
な
っ
て
帰
れ
る
場
所
に
し
た
い
」と
考
え
、
煮
物

な
ど
の
手
作
り
料
理
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
参
加
者
が
増
え

る
に
つ
れ
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
の
情
報
交
換
な
ど
内
容
も
徐
々
に

充
実
し
、
現
在
の
サ
ロ
ン
の
形
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。

　
活
動
の
対
象
は
子
ど
も
た
ち
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
あ
る
参
加
者

の「
夏
休
み
に
孫
も
一
緒
に
連
れ
て
き
た
い
」と
い
う
話
を
き
っ
か
け

に
、
２
０
１
６
年
か
ら
は「
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
食
堂 

楽
ら
く
亭
」も
誕

生
。
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
食
卓
を
囲
み
交
流
す
る
場
と
し
て
、

現
在
も
年
３
回
開
催
し
て
い
る
。

　

長
年
の
活
動
に
よ
り
メ
ン
バ
ー
自
身
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る

が
、
今
年
か
ら
は
子
育
て
世
代
の
武
田
さ
ん
が
、
末
さ
ん
か
ら
民
生

委
員
を
引
き
継
い
だ
の
を
き
っ
か
け
に
参
加
。「
自
分
よ
り
皆
さ
ん
の

方
が
元
気
で
前
向
き
だ
と
感
じ
て
い
る
。
地
域
の
方
々
と
顔
見
知
り

に
な
っ
て
い
け
れ
ば
」と
武
田
さ
ん
。

　

サ
ロ
ン
は
ち
ょ
う
ど
12
時
で
お
開
き
に
。
終
了
間
も
な
く
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
今
日
の
課
題
を
振
り
返
り
な

が
ら「
来
月
は
コ
ー
ン
ご
飯
と
煮
物
に
し
よ
う
」「
汁
物
は
や
め
て
水

筒
を
持
参
し
て
も
ら
お
う
」な
ど
、
来
月
の
開
催
に
向
け
た
準
備
を
始

め
る
。

　

毎
月
第
４
金
曜
日
に
、
地
域
で
顔
な
じ
み
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、

歌
い
、
体
を
動
か
し
て
、
同
じ
食
卓
を
囲
む
。
こ
う
し
た
何
気
な
い

時
間
の
積
み
重
ね
が
、
松
陵
生
活
学
校
の
目
指
す「
ず
っ
と
住
み
続
け

た
い
地
域
づ
く
り
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

し
て
、
多
く
の
自
治
体
で
制
度
枠
組
み
の
整
備

と
地
域
組
織
へ
の
働
き
か
け
が
進
ん
で
い
る（
注

2
）（
制
度
概
要
は
表
1
参
照
）。

　
本
制
度
の
行
政
に
と
っ
て
の
意
義
は
、
①
住

民
自
治
の
実
体
化
と
言
う
理
念
的
側
面（
現
場

の
職
員
に
は
、
そ
の
想
い
が
強
い
）、
②
防
災

や
福
祉
な
ど
公
共
の
役
割
の
一
部
を「
協
働
」で

カ
バ
ー
す
る（
行
政
改
革
）、
③
地
域
組
織
の
弱

体
化
へ
の
対
応（
担
い
手
を
ま
と
め
地
域
課
題
に

包
括
的
に
取
組
む
体
制
づ
く
り
）な
ど
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
に
と
っ
て
の
意
義
は
、
①
組
織

改
編
の
契
機
と
な
る
・
地
域
組
織
を
一
本
化
す

る
、
②
制
度
と
行
政
の
働
き
か
け（
圧
力
？
）に

よ
り
課
題
解
決
型
の
組
織
に
な
る
、
③
行
政
と

の
関
係
の
透
明
化
・
地
域
組
織
の
民
主
化（
合
議

型
組
織
に
な
る
）、
④
行
政
と
の
協
働
関
係
の
深

化（
包
括
補
助
金
・
担
当
職
員
の
配
置
な
ど
）、

１
．
は
じ
め
に
～
本
連
載
の
位
置
づ
け

　

２
０
１
５
年
度
の「
ま
ち
む
ら
」（
１
３
０
～

１
３
４
号
）に「
地
域
住
民
組
織
の
あ
し
た
を
考

え
る
」と
題
し
て
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今

回
の
連
載
は
そ
の
続
編
と
考
え
て
い
る
。

　

当
時
の
連
載
で
は
、
防
災
や
高
齢
者
支
援
な

ど
の
地
域
課
題
を
地
域
と
縁
の
薄
い
市
民
活
動

だ
け
で
面
的
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
る
に
は
や

は
り
、
地
域
組
織
と
い
う「
仕
組
み
」が
必
要
だ

と
し
て
、
そ
の
再
活
性
化
に
向
け
て
の
課
題
や

道
筋
を
論
じ
た
。
そ
の
最
終
号
で
、
地
域
組
織

が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
束
ね
代
表
す
る
仕
組

み
と
な
る
た
め
の
道
筋
と
し
て
、
当
時
す
で
に

多
く
の
自
治
体
で
施
行
さ
れ
て
い
た「
協
議
会
型

住
民
自
治
組
織
」（
注
1
）と
い
う
仕
組
み
の
可

能
性
に
つ
い
て
論
じ
た（
１
３
４
号
）。
ま
ず
は
、

そ
の
内
容
を
箇
条
書
き
的
に
お
さ
ら
い
し
て
お

く
。
前
回
の
連
載
で
は
…

　
「
協
議
会
型
住
民
自
治
協
議
会
」（
以
下「
自
治

的
協
議
会
」）と
は
、
自
治
体
行
政
が
地
域
に
働

き
か
け
、
お
お
む
ね
小
学
校
区
単
位
で
、
自
治

連
合
会
・
町
内
会
自
治
会
・
各
種
団
体
な
ど（
以

下「
地
域
組
織
」）や
市
民
活
動
団
体
を
一
本
化

し
、
地
域
を
包
括
的
に
運
営
す
る「
自
治
的
協
議

会
」を
設
立
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
行
政
が
当

該
組
織
を
制
度
的
に「
認
定
」す
る
こ
と
で
、
任

意
団
体
で
し
か
な
い
地
域
組
織
を
、「
地
域
を
代

表
す
る
組
織
」「
協
働
の
相
手
」と
し
て
位
置
づ

け
る
仕
組
み
の
事
で
あ
る
。
行
政
と
地
域
の
連

携
・
協
働
を
進
め
る
う
え
で
有
効
な
仕
組
み
と
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⑤
会
員
だ
け
の
組
織
で
な
く「
地
域
住
民
す
べ
て

を
対
象
と
し
」「
地
域
を
代
表
す
る
組
織
」に
な

る
、
⑥
一
部
町
内
会
の
参
加
率
・
力
量
が
低
下

し
て
も
、「
校
区
」単
位
で
地
域
を
運
営
で
き
る
。

　
地
域
の
自
律
性
を
損
な
い
、
地
域
組
織
を
行

政
機
構
の
末
端
組
織
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
批

判
も
一
理
あ
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が（
地

域
組
織
が
）、
こ
の
制
度
・
仕
組
み
を
う
ま
く
活

用
し
、
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
の
資
源（
包
括
補

助
金
や
施
設
、
行
政
サ
ポ
ー
ト
）を
得
て
住
民
自

治
を
確
立
し
、
地
域
を
自
律
運
営
す
る
力
を
獲

得
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
地
域

に
は
、
行
政
を（
制
度
や
職
員
を
）利
用
す
る
し

た
た
か
さ
が
求
め
ら
れ
る
…
と
論
じ
た
。

　

当
時
の
連
載
で
は
、
住
民
自
治
の
先
進
モ
デ

ル「
真
野
ま
ち
づ
く
り
」を
筆
頭
に
、
い
く
つ
か

事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち「
真
野
」に

つ
い
て
は
、
文
献
も
多
く
拙
著（
注
3
）で
も
論

じ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
頂
く
と
し

て
、
そ
の
と
き
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
福
岡
市

の
自
治
協
議
会（
以
下「
自
治
協
」）が
、
当
時
も

今
も
な
か
な
か
面
白
い
。
筆
者
は
福
岡
市
で
、

２
０
０
９
年
以
降
継
続
し
て
、
複
数
の
自
治
協

や
行
政
へ
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
制
度
施

行
後
22
年（
注
4
）の
経
過
の
中
で
、
個
々
の
自

治
協
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た
展

開
を
見
せ
て
い
る
点
や
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
力

（
仕
組
＋
職
員
の
動
き
）に
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ

て
き
た
。「
あ
る
優
れ
た
地
域
」の
事
例
は
多
い

が
、
福
岡
市
の
場
合
、
幾
つ
も
の
地
域
で（
程
度

の
差
は
あ
れ
）自
律
運
営
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ

が
20
年
余
に
わ
た
る
自
治
協
議
会
制
度
・
仕
組

み
の
成
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
自
治
的
協
議
会

と
い
う
仕
組
み
は
、
地
域
に
と
っ
て（
地
域
組
織

に
と
っ
て
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
）有

効
か
」と
い
う
問
を
検
証
す
る
格
好
の
事
例
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
わ
け
で
、
本
連
載
で
は
、
福
岡

市
の
自
治
協
議
会
に
焦
点
を
あ
て
、
行
政
・
地

域
へ
の
詳
細
な
調
査（
注
５
）を
も
と
に
、
制
度・

仕
組
み
の
有
効
性
と
問
題
点
を
論
じ
た
い
。

　

前
の
連
載
か
ら
10
年
余
…
い
ま
も
地
域
組
織

の
状
況
は
明
る
く
な
い
。
し
か
し
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
切
り
捨
て
が
さ
ら
に
進
行
し
、
社
会
が

不
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
い
ま
こ
そ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
は（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
束
ね
る
地
域
組

織
に
は
）、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
自
治
的
協
議

会
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
地
域
の
住
民
や
自
治
体
職
員
に
と
っ
て

も
、
福
岡
市
の
行
政
と
地
域
の
経
験
は
役
に
立

つ
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
る
。

　
本
連
載
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。「
自
治
的
協

議
会
制
度
は
、
地
域
に
と
っ
て
有
効
か
」と
い
う

問
に
答
え
る
た
め
、
ま
ず
本
号
で
は
、
自
治
協

議
会
と
直
接
向
き
合
い
支
援
し
て
き
た
区
の
地

域
支
援
課
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
、

行
政
が（
職
員
が
）制
度
を
ど
う
捉
え
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
を
紹
介
す
る
。
次
号
以
降
で
は
、

複
数
の
特
徴
的
自
治
協
議
会
に
つ
い
て
、
活
動

状
況
の
紹
介
や
地
域
側
か
ら
見
た
制
度
の
評
価

に
つ
い
て
語
り
、
連
載
後
半
で
、
近
年
福
岡
市

で
は
じ
ま
っ
て
い
る
地
域
福
祉
の
新
し
い
カ
タ

チ（
地
域
と
福
祉
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携

＝「
地
域
包
括
支
援
」の
実
体
化
）の
事
例
を
紹
介

す
る
。
最
終
号
で
、
自
治
的
協
議
会
の
可
能
性

と
方
向
性
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

○制度化の根拠は、条例〜要項など、まちまち
○（形式的には）、各地域で自主的に設立される
○どの自治体も「地域を基盤とする地縁団体、市民団体を
　一つにまとめる」と謳っているが、ほとんどの自治体では、　
　地域住民組織の一体化 １）

○制度化を機に、行政機構を改革し、地域との連携窓口の
　一本化や、地域担当者制を取り入れる自治体が多い
○包括補助金制度＝使途を（ある程度）地域側で決定できる
○補助金を事務局経費（人件費）に支出できる自治体もある
○権能（自治体の権限委譲）を明記している自治体は少ない  2）

○拠点（市施設＝公民館など）を提供している自治体も多い
○まちづくり計画の策定を求めている自治体もある
○自治体からの業務委託（公民館の管理・運営等）や
　コミュニティビジネスの展開が推奨されている 3）

●註：1）宝塚市はむしろ、市民組織を取り込むことを目指した
　　　2）伊賀市は条例で当該地域に関わる事項に対し
　　　　　「答申権」「提案権」「同意権」「決定権」を付与している
　　　3）法人化の推奨。スーパーコミュニティ法人の動き

表1：「自治的協議会」制度の概要（地域差あり）＊2015 作成 

2026.6（174号）　まちむら 34



協議会型住民自治組織は地域をよくしたか論文

２
．
福
岡
市
自
治
協
議
会
制
度
の
概
要
と
特
性

　

九
州
の
拠
点
で
あ
る
福
岡
市
に
つ
い
て
は
既

知
の
こ
と
と
し
て
位
置
図
も
含
め
詳
述
は
避

け
、
本
稿
に
関
係
す
る
情
報
の
み
列
記
し
て
お

く
。
人
口
約
１
６
７
万（
増
加
中
）、
政
令
市
、

７
行
政
区
、
１
５
３
小
学
校
区
。
町
内
会
加
入

率
71
・
３
％
（
２
０
２
４
年
市
政
ア
ン
ケ
ー

ト
）、
町
内
会
長
在
任
期
間
は
大
都
市
と
し
て
は

比
較
的
長
い（
平
均
５
・５
年
、
５
年
以
上
44
％：

２
０
２
２
年
自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
）。
若
者（
15

歳
～
29
歳
）の
比
率
は
高
く（
17
・
６
％
：
福
岡

ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
、
２
０
２
２
年
）、
ま
た
大

企
業
の
支
店
が
多
い
こ
と
も
あ
り
共
同
住
宅
率

は
高
い（
79
・
０
％
・
全
国
政
令
市
平
均
60
・

３
％
：
福
岡
市
住
生
活
基
本
計
画
、
２
０
２
６

年
）。

　

２
０
０
４
年
に
施
行
さ
れ
た
自
治
協
議
会
の

設
立
要
件
・
支
援
の
特
性
は
以
下
の
通
り（
表
２

参
照
・
表
１
の
要
件
は
省
く
）。
な
お
、
設
立
要

件
・
支
援
内
容
は
条
例
で
は
な
く
要
綱（
注
６
）

で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
協
は
市
内

全
小
学
校
区（
１
５
３
校
区
）で
設
立
済
。

〈
設
立
要
件
〉

　

校
区
町
内
会
自
治
会
の
８
割
以
上
・
指
定
す

る
各
種
団
体
の
参
加（
市
民
団
体
等
つ
い
て
は
規

定
な
し
）

〈
支
援
内
容
〉

○
包
括
補
助
金（
注
８
）制
度
発
足
時
２
０
０
万

円
～
３
０
０
万
円
・
現
２
６
３
万
円
～

４
１
１
万
円（
人
口
に
よ
る
）
／
使
途
は
自
治

協
裁
量
、
た
だ
し「
必
須
事
業
」の
縛
り
あ
り

（
２
０
２
２
年
に
柔
軟
化
→
推
奨
事
業
）

○
公
民
館（
１
小
学
校
区
に
１
施
設
・
市
施
設
）

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
位
置
付
け
る（
自
治

協
の
拠
点
）

○
校
区
自
治
協
を
支
援
す
る
地
域
支
援
係
長（
区

地
域
支
援
課
）を
各
区
に
配
置
。
制
度
発
足
時

４
～
５
校
区
担
当
／
人（
現
：
３
～
４
校
区
担

当
／
人
）

　

加
え
て
、
福
岡
市
に
お
け
る
本
制
度
施
行
の

背
景
を
概
説
し
て
お
く
。
福
岡
市
は
１
９
５
３

年
以
降
、
市
行
政
と
地
域
を
つ
な
ぐ
た
め「
町
世

話
人
制
度
」（
市
委
嘱
の
非
常
勤
特
別
公
務
員
・

報
酬
は
担
当
世
帯
数
に
よ
る
が
平
均
40
万
～

50
万
円
／
年
・
一
般
的
に
町
内
会
長
が
就
任
）を

採
用
し
て
き
た
。
た
だ
、
詳
細
は
省
く
が
、
制

度
疲
労
が
す
す
む
な
か
、
１
９
９
８
年
に
、
町

世
話
人
制
度
の
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
た
山
崎
市

長
が
当
選
し
た
こ
と
で
、
市
行
政
は
、
待
っ
た

な
し
で
町
世
話
人
制
度
の
廃
止（
そ
れ
に
替
わ
る

制
度
の
創
設
）を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
度

検
討
期
間
が
不
十
分
だ
っ
た
せ
い
か（
実
際
の
要

因
は
未
確
認
・
注
８
）、
他
都
市
の
自
治
的
協

○組織、運営に関し次の要件を満たす規約を備える
・役員の民主的選出・協議による意思決定・自主財源の確保・事業計画、予算作成及び執行の透明性・会計処理の透明性
・以下の団体を含む多くの団体によって構成されたもの
　当該小学校区のおおむね８割以上の自治会・町内会/交通安全推進委員会/体育振興会/男女共同参画協議会/青少年育成連合会/
　ゴミ減量リサイクル推進会議/献血推進協力会/衛生連合会/自主防災組織の８団体のすべて
・１つの校区に１団体
○自主事業に活用できる「活力あるまちづくり支援事業補助金」（包括補助金）
　校区人口に応じ200万〜300万（2004年）（補助金で選任の事務員を雇用可）　＊現在は「共創補助金」という名称で、263万～411万
　自治協は、市の補助金＋自主財源（主に町内会費からの拠金）で地域を運営
○必須事業：以下の①～⑨の事業は必ず実施しなければならない

①交通安全の推進に関する事業／②スポーツ・レクリエーションに関する事業／③男女共同参画推進に関する事業／④地域で子
どもを育む意識を醸成し、健全育成活動や非行防止に関する事業／⑤ごみ減量・リサイクル推進に関する事業／⑥集団献血に関
する事業／⑦健康づくり活動に関する事業／⑧環境美化に関する事業／⑨防災に関する事業／⑩地域の活性化や課題解決につな
がる事業　＊現在は「必須事業」は見直され「推奨事業」とされている（2022年～）

○区役所に地域支援部（コミュニティの総合窓口）創設
　校区担当職員を配置＝係長（志願）。４〜５校区/ １職員　＊現在は3～4校区／1職員
○公民館（小学校区に１つ）をコミュニティ活動拠点とする（現基準150坪）
　＊館長・主任（特別公務員）＋補助事務員　＊職員は地元採用優先

表2：福岡市自治協議会制度の概要
＊＜福岡市自治協議会に関する要綱＞＜福岡市活力あるまちづくり支援事業補助金交付要綱＞（2004）等に基づき乾が整理
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の
相
手
と
位
置
づ
け
る
政
策
は
一
貫
し
て
い
る
。

自
治
協
と
の
意
見
交
換
や
地
域
組
織
調
査（
注

11
）は
継
続
的
に
行
わ
れ
、
政
策
の
見
直
し
も
丁

寧
に
行
わ
れ
て
き
た（
表
３
）。
最
近
で
も
、
支

援
の
仕
組
み
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ

て
い
る（
表
４
）。
こ
の
、
ス
タ
ー
ト
時
に
お
け

る
制
度
の
位
置
づ
け
の
曖
昧
さ
と
、
そ
の
後
の

自
治
協
支
援
の
丁
寧
さ
は
、
福
岡
市
の
特
徴
だ

議
会
創
設
時
に
み
ら
れ
る「
理
念
・
目
標（
自
治

や
協
働
の
在
り
方
な
ど
）」の
明
示
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
制
度
の
法
的
根
拠
も
弱
い
。
条
例
で
自

治
的
協
議
会
制
度
を
担
保
す
る
自
治
体
も
多
い

中
、
福
岡
市
で
は
、
設
置
要
件
・
補
助
金
要
件

を
示
し
た
要
綱
の
み
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た（
注

９
）。
た
だ
そ
の
一
方
、施
行
後（
市
長
が
変
わ
っ

て
も
）、
自
治
協
を
地
域
の
代
表
・
共
働（
注
10
）

と
考
え
て
い
る
。

３
．
行
政
職
員
は
自
治
協
制
度
を

　
　
ど
う
評
価
し
て
い
る
か

　

２
０
２
４
年
調
査
で
、
４
行
政
区
計
８
名
の

地
域
支
援
課
担
当
者（
一
部「
元
・
支
援
課
」）に
、

対
話
形
式
で
本
音
に
近
い
話
を
詳
細
に
聞
い
た
。

い
ず
れ
も
長
期
に
わ
た
り
地
域
支
援
に
関
わ
っ

表4：福岡市のコミュニティ支援の拡がり　＊主な直接的支援（助成金・サポーター派遣など）

表3：福岡市自治協議会制度のあゆみ
「地域コミュニティとの共創のあゆみ」（「共創の地域づくりのてびき」所収・R7）をもとに貞清潔氏作
製（筆者が抜粋・修正）

1998.12 山﨑広太郎福岡市長誕生（～2006.12）

2003.03 
2003.04～ 
2004.03 

「コミュニティの自律経営推進に関する提言」（2003.03）
自治協議会設立に向けた説明会、設立に向けて体制、役員、規約等を準備
町世話人制度廃止

2004.04
2004.12
2006.10～
2006.12
2007.10
2007.10～
2008.10
2009.04～
2010～
2010.12
2012～
2013.04～
2014.07～
2015.10
2015～16
2015.11～
2016～

2020.07～
2021.07
2022.04
2023～

自治協議会制度創設
「自治会活動ハンドブック」製作

コミュニティ関連施策のあり方検討会
　市長交代　山崎広太郎氏→吉田宏氏

「コミュニティ関連施策のあり方に関する提言（第1次）」
コミュニティ関連施策のあり方検討会

「コミュニティ関連施策のあり方に関する提言（第2次）」
「『コミュニティとの共働』推進本部」「コミュニティ施策推進委員会」設置

住民自治フォーラム開催
　市長交代　吉田宏氏→高島宗一郎氏
自治協議会サミット開催
自治協議会の運営基盤強化に向けた支援事業（各区１校区）
地域のまち・絆づくり検討委員会

「地域のまち・絆づくり検討委員会提言」
校区ビジョン（校区まちづくり計画）策定支援事業（高宮校区、美野島地区等）
ふくおか共創パートナー企業（旧“ふくおか”地域の絆応援団）事業開始

「自治の確立」の段階から共に創る「共創」の段階へ
校区データ制作
共創のまちづくり推進検討委員会

「共創のまちづくり推進検討委員会報告」
「共創による地域コミュニティ活性化条例」施行
・町内会活動支援事業補助金創設・地域支援課の体制強化　他新施策

＜2004制度施行時～＞＊自治協支援
○活力あるまちづくり支援事業補助金
○地域支援課設置（校区担当制）
○「地域活動アドバイザー」派遣
　自治協議会･町内会等が実施する研修やワークショップ等

＜2016「共創のまちづくり」～＞＊企業・NPOとの共働
○自治協議会共創補助金
○「地域活動アドバイザー」→「共創による地域づくりアドバイザー」
○地域デビュー応援事業（2015～）
○校区データ　2016～　
○ふくおか地域の絆応援団（→ふくおか共創パートナー企業）

＜2022年条例制定～＞＊町内会自治会支援強化
○自治協議会共創補助金の使途の柔軟化
　　　　　　必須事業→推奨事業
○町内会活動支援事業補助金
　・課題解決だけでなく、祭りやBBQなどの交流事業も対象
　・事業費1/2補助・上限5万（地域防災は4/5補助・上限10万）
　・毎年、何度でも申請可（年1回）
　・3団体までの合同申請も可（助成金上限は15万）
○地域支援課の体制強化（増員）　＊町内会支援のため
○地域の広報力強化
　・「地域広報アドバイザー」配置（1名/区）
　　ブログ開設など情報発信サポート　＊支援課担当者と連携
　・地域における情報発信のデジタル化支援
　　町内会活動補助金利用可/公民館スマホ塾など
○福岡ポイント（2024: ６モデル校区→2025:60校区以上）
　自治協と連携し、地域参加や役員就任などにポイント付与
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協議会型住民自治組織は地域をよくしたか論文

た
方
々
（
注
12
）で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
所
属

し
た
行
政
区
で
の
経
験
に
基
づ
く
職
員
個
人
の

意
見
・
想
い
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
た
う
え
で
、

以
下
、
彼
ら
の
語
り
を
も
と
に
、
行
政
が（
彼
ら

が
）自
治
協
制
度
と
ど
う
向
か
い
合
い
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
を
、
箇
条
書
き
的
に
紹
介
す
る

（「　
」は
職
員
の
語
り
の
抜
粋
）。

（
1
）現
場
職
員
の
制
度
評
価
～
「
地
域
の
自
治・

自
立
／
共
働
」は
で
き
て
い
る
か
？ 

　

地
域
運
営
・
地
域
課
題
解
決
の
主
体
と
し
て

の
自
治
協
の
評
価
は
高
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
組
織
）を
政
策
の
枠
内
に
い
れ
る（
制
度
化
す

る
）こ
と
に
よ
る
問
題
を
指
摘
す
る
意
見
も
あ
っ

た
。

①
自
治
協
制
度
で
自
治
・
自
立
が
す
す
ん
だ

○
自
治
協
が
で
き
た
こ
と
で
地
域
の
ま
と
ま
り

が
で
き
た

　
「
自
治
協
が
で
き
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
自
治
を
や
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
」「
以
前
は
、

自
治
連
と
各
団
が
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
」

○
地
域
課
題
解
決
の
主
体
と
し
て
評
価
す
る
／

全
校
区
が
ま
ん
べ
ん
な
く
活
性
化
し
た

　
「
地
域
課
題
解
決
と
い
う
点
で
は
す
ば
ら
し
い

仕
組
み
」「
全
校
区
ま
ん
べ
ん
な
く
活
性
化
し
て

い
る
」「
全
校
区
す
べ
て
に
ミ
ニ
区
役
所
が
あ
る

よ
う
な
も
の
」「
組
織
の
仕
組
み
が
近
代
化
さ
れ
、

新
し
い
人
材
の
居
場
所
が
で
き
た
」「
組
織
が
一

本
化
し
、
市
と
の
窓
口
も
一
本
化
」

○
20
年
経
過
し
て
も
、
自
治
協
の
活
動
は
活
発

で
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
て
い
な
い

　
「
今
も
、
担
当
４
校
区
中
３
校
区
で
Ｗ
Ｓ
で
課

題
発
見
し
て
前
に
進
ん
で
い
る
」「
自
治
協
ス

タ
ー
ト
時
は
、
事
務
局
長
が
い
な
い
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
が
、
今
は
区
25
校
区
中
17
校
区
に
有

償
の
事
務
局
員
が
い
る
」

○
う
ま
く
い
く
要
因
は「
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」意
識
と
公
民
館
で
顔
を
あ
わ
せ
る

　
「
人
間
関
係
が
多
少
ま
ず
く
て
も『
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
』が
あ
る
の
で
、
そ
れ
な
り
に

動
く
」「
公
民
館
が
あ
る
か
ら
、
い
つ
も
人
が
い

る
・
顔
を
あ
わ
せ
る
」

○「
共
働
の
担
い
手
」と
し
て
は
成
功

　
「
地
域
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
行
政
に
対

す
る
要
望
も
活
動
も
や
り
や
す
い
」「
校
区
で
重

点
項
目
を
協
議
し
て
、
独
自
に
予
算
配
分
し
て

い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
自
立
化
・
活
性

化
し
て
い
る
」

②
市
―
区
―
校
区
自
治
協（
ミ
ニ
区
役
所
）と
い

う
仕
組
み
が
で
き
た

　
「
福
岡
市
は
校
区
の
ま
と
ま
り
が
明
確
。
公
民

館
も
校
区
ご
と
に
あ
る
。
山
崎
市
長
は
校
区
ご

と
に
ミ
ニ
区
役
所
み
た
い
な
も
の
を
つ
く
り
自

治
を
進
め
る
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
区
が
や
る
こ

と
を
協
議
会
会
長
に
降
ろ
し
、
会
長
が
各
団
に

お
ろ
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」

③「
市
と
の
共
働
」で
手
一
杯
、
自
治
・
自
立
と

し
て
は
不
十
分

　
「『
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』と
い
う
義
務
感

で
動
い
て
い
る
部
分
も
あ
る
」「
行
政
か
ら
の
投

げ
か
け
で
手
一
杯
。
予
算
が
あ
る
か
ら
活
動
は

膨
ら
む
が
、
新
規
性
は
乏
し
い
。
自
治
・
自
律

と
し
て
は
不
十
分
」

（
2
）地
域（
自
治
協
）は「
公
共
」（
特
に
福
祉
）の

担
い
手
た
り
う
る
か
？

　
「
行
政
が
期
待
す
る
自
治
協
の
姿
・
役
割
は
？
」

と
い
う
問
い
に
対
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
職

員
の
中
に
以
下
の
２
つ
の
異
な
る
立
ち
位
置
が

み
ら
れ
た
。

　〈
立
場
Ａ
〉目
指
す
の
は「
住
民
交
流
」「
行
政

と
の
つ
な
が
り
」。
行
政
の
肩
代
わ
り
は
期
待
し

て
い
な
い

　
「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
。そ
の
推
進
を
行
政
が
支
援
」「
行
政
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
仕
組
み
」「
行
政
の
下
請

け
的
任
務
は
考
え
て
い
な
い
。
行
政
が
手
が
届

か
な
い
と
こ
ろ
を
カ
バ
ー
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
意
識
は
な
い
」「
地
域
課
題
を
地
域
で
解
決
す

る
と
い
う
こ
と
ま
で
の
期
待
は
な
い
。
現
場
感

覚
で
は
、
そ
こ
ま
で
は
難
し
い
」

　〈
立
場
Ｂ
〉地
域
の
人
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
役
割
ま
で
期
待
し
て
い
る
…
が
、
福

祉
課
題
を
地
域（
自
治
協
や
他
の
地
域
組
織
）だ
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け
で
担
う
こ
と
は
難
し
い
。
で
も
行
政
だ
け
で

も
ム
リ
…
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
（
現
場
職
員
の

ジ
レ
ン
マ
）　

　
「
行
政
が
自
治
協
制
度
を
進
め
た
理
由
の
一
つ

は
財
政
難
。
だ
か
ら
防
災
も
福
祉
も
地
域
に
持
っ

て
き
た
」「
で
も
、
も
う
一
度『
公
共
の
役
目
』と

い
う
根
本
に
立
ち
返
ら
な
い
と
支
え
ら
れ
な
い
。

特
に
防
災
と
福
祉
は
地
域
ま
か
せ
は
ム
リ
」「
地

域
か
ら『
役
所
は
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

頼
り
す
ぎ
』『
高
齢
者
福
祉
は
民
生
と
社
協
だ
け

で
は
担
え
な
い
。
助
け
て
』と
言
わ
れ
た
」「
こ

の
ま
ま
で
は
、
10
年
後
20
年
後
は
自
治
協
が
疲

弊
す
る
」

　
前
者
の
立
場
は
、「
福
祉
な
ど
の
公
共
の
サ
ー

ビ
ス
は
行
政
が
担
う
も
の
」と
い
う
福
祉
国
家
の

理
念
を
前
提
と
し
た
場
合
、
そ
れ
な
り
に
見
識

あ
る
意
見
で
あ
る
。
が
、
現
実
に
は
、
立
場
Ｂ

の
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
地
域
福
祉
な
ど
の

課
題
解
決
は「
行
政
だ
け
で
は
ム
リ
」だ
と
す
れ

ば
、
地
域
は
、
そ
し
て
地
域
を
支
え
る
行
政
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
の
問
に
職
員
は
…

①
専
門
職
が
有
償
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
仕

組
み
が
必
要

　
「
専
門
職
が
有
償
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
仕

組
み
が
必
要
。
福
祉
事
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

有
償
で
頼
む
仕
組
み
を
行
政
が
作
ら
な
い
と
、

支
え
切
れ
な
い
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
町
内
会
の
間
を
う

ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
、
地
域
支

援
係
長
が
担
え
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
が
」

②
地
域（
自
治
協
）と
共
働
す
る
う
え
で
、
行
政

内
部
の
連
携
が
で
き
て
い
な
い

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
計
画
も
情
報

共
有
が
で
き
て
い
な
い
。
よ
う
や
く
我
々
の
と

こ
ろ
に
情
報
が
降
り
て
き
た
」「
協
議
会
と
共
有

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
突
破
口
。
で
も
、

行
政
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
」「
校
区
内
で
は
社

協
・
民
生
委
・
子
ど
も
会
が
一
緒
に
何
か
す
る

の
は
当
た
り
前
な
の
に
、
福
祉
局
と
子
ど
も
未

来
が
連
携
し
て
い
な
い
」「
地
域
支
援
課
が
一
所

懸
命
つ
な
い
で
い
る
」

　
「
地
域
は
公
共（
特
に
福
祉
）の
担
い
手
た
り

う
る
か
」は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
極
め

て
重
い
課
題
で
あ
り
簡
単
に
答
え
は
出
な
い
が
、

少
な
く
と
も
、
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
現
場

職
員
が
、
こ
の
問
題
を
直
視
し
つ
つ
地
域
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
じ
つ
は
、
福
岡
市
で
最
近
、
こ
の
問
い

に
対
す
る「
小
さ
な
光
明
」と
な
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
…
こ
の
報
告
は
連
載

後
半
で
。

（
3
）行
政
が（
職
員
が
）「
地
域
を
支
援
す
る
」と

い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？

①
地
域
支
援
課
職
員
の
任
務
は「
自
治
協
と
公
民

館
を
持
続
可
能
に
す
る
」こ
と

　
「
初
動
期
、
係
長
に
な
っ
た
時『
地
域
に
自
治

協
議
会
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
を
中
心
に

や
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
に
我
々
は
い
る
』と

教
え
込
ま
れ
た
。
そ
れ
が
伝
統
と
し
て
受
け
継

が
れ
た
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
協
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
条
例
な
ど
明
文
化
さ
れ
た
指

針
は
な
い
が
、
地
域
支
援
課
の
任
務
は
自
治
協

と
公
民
館
を
持
続
可
能
に
す
る
こ
と
、
と
教
え

ら
れ
た
」

②
地
域
支
援
課
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
庁
内
で
重
視

さ
れ
て
き
た

　
「
区
役
所
の
中
で
地
域
支
援
課
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
大
事
に
さ
れ
て
き
た
」「
２
０
２
２
年
以
降
は

町
内
会
自
治
会
も
見
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

増
員
さ
れ
た（
普
通
な
ら
あ
り
え
な
い
）」

③
地
域
支
援
課
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
お
も
し

ろ
い
・
自
分
の
想
い
で
動
け
る

　
「
地
域
支
援
課
を
希
望
し
た
。
地
域
と
関
わ
る

こ
と
は
お
も
し
ろ
い
」「
支
援
係
長
は『
こ
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』と
い
う
型
が
な
い
か
ら
、

個
々
の
想
い
で
や
れ
る
」「
思
い
通
り
に
や
れ
る
、

面
白
い
話
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
提
案
で
き
る
」「
地

域
に
深
く
関
わ
る
の
か（
支
援
す
る
）、
距
離
を

置
く
の
か（
押
し
付
け
な
い
の
か
）、
支
援
係
長

ご
と
に
考
え
方
も
姿
勢
も
違
う
」

④「
組
織
」で
は
な
く「
人
と
の
関
係
」で
進
ん
で

き
た
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「
地
域
支
援
係
長
は
公
民
館
に
よ
く
行
く
の

で
、
各
団
会
長
と
も
よ
く
会
う
。
地
域
支
援
の

体
制
は
、
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
人
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
い
る
」「
地
域
支
援
課
は
、
庁
内
で
は
め

ず
ら
し
く
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
部
署
で
な
く
つ

な
ぐ
役
目
。
ベ
テ
ラ
ン
が
必
要
。
人
間
関
係
も

重
要
。
庁
内
で
も
、
知
り
合
い
に
頼
ん
だ
り
情

報
共
有
し
た
り
す
る
」

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
福
岡
市
の
場
合
、

地
域
支
援
課
職
員
は
、「
目
標
と
方
法
が
あ
り
、

上
か
ら
の
指
示
で
、
組
織
と
し
て
動
く
」の
で
な

く
、
制
度
や
支
援
の
仕
組
み
を
う
ま
く
活
か
し

な
が
ら
、
個
々
自
分
な
り
に「
地
域
支
援
課
と
し

て
す
る
べ
き
こ
と
」を
、
熱
意
を
も
っ
て（
面
白

が
っ
て
?!
）行
っ
て
い
る
。
組
織
論
と
し
て
は
疑

問
も
残
る
が
、
福
岡
市
の
自
治
協
支
援
が
う
ま

く
進
ん
で
い
る
要
因
の
一
つ
は
こ
の
あ
た
り
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
4
）自
治
会
町
内
会
へ
の
支
援
の
拡
が
り
に
つ

い
て

　

２
０
２
２
年
以
降
、
自
治
協（
校
区
）か
ら
町

内
会
自
治
会
へ
と
支
援
が
拡
が
り
、「
町
内
会
活

動
支
援
事
業
補
助
金（
町
内
会
補
助
金
）」新
設
、

地
域
支
援
係
長
増
員
・
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
創

設
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る（
表
4
）。「（
町
内
会

補
助
金
は
）予
算
が
青
空
天
井
・
期
限
が
な
い
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
手
厚
い
助
成
」「
い
ま
ど
き
増

員
な
ん
て
、
財
務
が
よ
く
認
め
た
な
」と
い
う
よ

う
に
、
行
政
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

重
視
の
表
れ
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

各
区
の
地
域
支
援
課
は
、
支
援
課
増
員
を
機

に
、
自
治
協
だ
け
で
な
く
町
内
会
と
の
連
携
も

強
化
し
つ
つ
あ
る
。
担
当
校
区
の
町
内
会
長
全

員
と
面
談
を
行
っ
た
区
も
あ
り
、「
自
治
協
だ
け

で
な
く
町
会
長・町
役
員
と
も
つ
な
が
れ
た
」「
自

治
協
は
公
式
の
組
織
だ
け
ど
、
町
内
会
自
治
会

は
任
意
団
体
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
コ
ン
タ
ク
ト

は
な
か
っ
た
」「
町
会
長
が
区
役
所
に
来
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
地
域
支
援
課
係
長
が
、
自
治
会
人

材
や
活
動
を
知
る
こ
と
は
効
果
的
。
目
の
届
き

方
が
深
く
な
っ
た
」と
、
評
価
す
る
声
が
聞
か
れ

た
。
同
時
に
創
設
さ
れ
た〈
地
域
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
〉は「
条
例
で
自
治
会
町
内
会
支
援
が
明
記

さ
れ
た
の
を
機
に
、
地
域
支
援
課
長
会
議
で
要

求
し
て
実
現
さ
れ
た
」仕
組
で
あ
り
、「
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
公
民
館
と
協
力
し
て
デ
ジ
タ
ル

塾
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
」。
ま

た「
企
画
調
整
部
の〈
福
岡
ポ
イ
ン
ト
〉も
、
地

域
活
動
の
担
い
手
確
保
や
参
加
者
の
拡
大
に
役

立
っ
て
い
る
」な
ど
、
多
様
な
仕
組
が
活
か
さ
れ

て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

（
5
）福
岡
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
は
地
域
組

織
重
視
?!

　

福
岡
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
は
、
基
本
的

に
は
地
域
組
織（
自
治
協
・
各
団
・
町
内
会
自
治

会
）を
重
視
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
、
あ
る

い
は
未
加
入
者
へ
の
対
応
は
少
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
職
員
は「
未
加
入
者

へ
の
対
応
は
加
入
の
働
き
か
け
く
ら
い
」「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
巻
込
み
に
つ
い
て
は
、近
年
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・

大
学
・
企
業
・
社
会
貢
献
団
体
、
み
ん
な
で
地

域
を
よ
く
し
て
い
く〈
共
創
〉と
い
う
方
向
を
打

ち
出
し
た
」「
最
近
は〈
共
創
〉は
薄
れ
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
自
治
会
町
内
会
支
援
に
注
力
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
」と
語
る
。
た
だ
、
未

加
入
者
に
つ
い
て
は
、
自
治
協
活
動
そ
の
も
の

が
、
公
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
全

住
民
を
対
象
に
す
る
も
の
が
多
い
う
え
、
公
民

館
が「
市
の
施
設
」で
あ
る
た
め
未
加
入
者
に
も

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
地
域
で
も
あ
ま
り
問
題
視

す
る
声
は
聞
か
な
い
。
地
域
組
織
が
弱
体
化
し

N
P
O
や
市
民
活
動
と
の
連
携
を
模
索
す
る
自

治
体
が
多
い
中
、
地
域
組
織
重
視
と
い
う
軸
を

ず
ら
さ
な
い
こ
と
で
、
う
ま
く
進
ん
で
い
る（
よ

う
に
見
え
る
）点
も
、福
岡
市
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

（
6
）自
治
協
の
将
来
ー
担
い
手
問
題

　
「
今
は
ま
だ
い
い
が
、
20
年
後
も
今
の
ま
ま
で

や
り
続
け
ら
れ
る
か
と
い
う
と
…
疲
れ
て
担
い

手
が
い
な
く
な
る
。
続
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
」「
期
待
さ
れ
て
い
る『
若
い
』担
い
手
は
50
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代
後
半
～
60
代
前
半
だ
が
、
自
営
業
の
減
少
と

共
働
き
の
増
加
に
よ
り
先
細
り
」「
小
さ
い
町
内

会
は
統
合
し
か
な
い
か
」な
ど
、
全
国
共
通
の
悩

み
は
福
岡
市
で
も
開
か
れ
た
。

４
．
ま
と
め
―
次
号
に
向
け
て

　

行
政
側
の
視
点（
市
職
員
の
語
り
）で
み
る
限

り
、
福
岡
市
の
自
治
協
制
度
は
施
行
後
20
年
余

が
経
過
し
た
現
在
、
地
域
運
営
・
地
域
課
題
解

決
の
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
と
の
共
働
の
担
い

手
と
し
て
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
た
だ
、「
課
題
解
決（
必
須
事
業
）を
、
や

ら
さ
れ
る
組
織
」に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

（
地
域
の
自
治
と
し
て
は
不
十
分
）と
い
う
指
摘

に
つ
い
て
は
、
地
域
側
か
ら
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、「
地
域
福
祉（
高
齢

者
・
障
害
者
・
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
や
不
登

校
等
）を
ど
う
す
る
の
か
、
地
域
だ
け
で
は
担
え

な
い
と
す
れ
ば
、
行
政（
公
共
）の
関
わ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
」と
い
う
指
摘
は
よ
り
重
要
で
あ

る
。
次
号
以
降
、
幾
つ
か
の
自
治
協
を
紹
介
し

つ
つ
、
地
域
側
の
視
点
か
ら
の
制
度
評
価
や
こ

れ
ら
の
課
題
の
検
討
を
す
す
め
て
い
く
。

【
補
注
】

（
注
１
）「
住
民
自
治
協
議
会
」（
伊
賀
市
）、「
地

域
づ
く
り
委
員
会
」（
名
張
市
）、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
」（
宗
像
市
）な
ど
呼
称
は

一
定
し
て
お
ら
ず
、
仕
組
み
や
法
的
位
置
づ

け
も
地
域
差
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
括
し

て「
協
議
会
型
住
民
自
治
組
織
」と
呼
ぶ　
　

（
注
２
）（
公
財
）日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
の

２
０
１
３
年
自
治
体
調
査
の
時
点
で
、
全
国

の
基
礎
自
治
体
の
う
ち
約
５
割
が
制
度
化
。

（「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
の
新
し
い
関

係
づ
く
り
」・
２
０
１
４
年
３
月
）

（
注
３
）「
神
戸
市
真
野
地
区
に
学
ぶ
こ
れ
か

ら
の『
地
域
自
治
』」、
乾
亨
、
東
信
堂
、

２
０
２
３
年
。「
自
治
的
協
議
会
」に
つ
い
て

の
論
考
は
第
10
章

（
注
４
）２
０
０
４
年
４
月
制
度
施
行
。
福
岡

市
は
、
伊
賀
市（
２
０
０
４
年
）や
名
張
市

（
２
０
０
３
年
）と
並
ん
で
早
い
段
階
で
制
度

を
創
設
し
た
自
治
体
の
ひ
と
つ

（
注
５
）主
に
２
０
２
４
～
２
０
２
６
年
科
研
費

調
査（
深
川
光
耀
氏
と
共
同
研
究
）で
の
行
政

職
員
調
査
と
複
数
の
自
治
協
調
査
を
も
と
に

考
察
。
ま
た
、
貞
清
潔
氏（
福
岡
在
住
コ
ン
サ

ル
）に
も
多
く
の
示
唆
を
頂
い
た
。

（
注
６
）「
福
岡
市
自
治
協
議
会
に
関
す
る
要

綱
」（
２
０
０
４・
４
～
）・「
福
岡
市
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」

（
２
０
０
４・
４
～
）（
現「
福
岡
市
自
治
協
議

会
共
創
補
助
金
交
付
要
綱
」）

（
注
７
）包
括
補
助
金
の
財
源
は
、
町
世
話
人
へ

の
手
当
と
、
各
団
へ
の
助
成
金
を
ま
と
め
た

も
の

（
注
８
）山
崎
市
長
時
代
に「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自

律
経
営
推
進
に
関
す
る
提
言
」（
２
０
０
２
）

や
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
施
策
の
あ
り
方
に

関
す
る
提
言
」（
２
０
０
７
・
２
０
０
８
）は
あ

る
が
、
大
き
な
方
向
性
を
論
じ
た
も
の
。
自

治
協
議
会
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
記
録
が

な
い（
調
査
中
）

（
注
９
）２
０
２
２
年
４
月
に
よ
う
や
く「
共
創

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
条
例
」制

定
。
但
し
、
協
議
会
の
法
的
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
明
示
さ
れ
ず
、
所
与
の
も
の
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る

（
注
10
）福
岡
市
は「
協
働
」で
な
く「
共
働
」と
い

う
用
語
を
用
い
て
い
る

（
注
11
）４
年
ご
と
に「
自
治
協
議
会
・
自
治
会

町
内
会
ア
ン
ケ
ー
ト
」（2006

・2010

・

2014

・2018

・2022

）

（
注
12
）制
度
施
行
当
初
か
ら
、
係
長
級
の
希
望

者
が
自
治
協
支
援
を
担
当
。
調
査
対
象
者
８

名
の
う
ち
５
名
は
、
制
度
施
行
後
の
早
い
段

階
か
ら
支
援
課
で
自
治
協
に
関
わ
り
、
課
長
・

部
長
を
務
め
、
定
年
後
も
希
望
し
て
支
援
課

係
長
に
再
任
用
。
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